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Abstract
In early 1970, Hokkaido Fukushi-mura (Welfare Village) was constructed in the
Mogami district of Kurisawa Town as a final abode for those with cerebral palsy. It was
modeled after a facility in Bettelheim, Germany. The construction of this “welfare
village,” which was a long-cherished wish of those with cerebral palsy and their families,
was realized as a result of concerted efforts by the parents of children with cerebral
palsy, their families, and those related to education, medical care and childcare. What
sparked off the movement was an encounter between Toshiaki Sato, a teacher at the
Makomanai School for Handicapped Children, and Mr. Shiro Abe, who had been unable to
receive a school education due to his exclusion from school. Mr. Abe told the teacher that
he had not been permitted to receive even compulsory education in those days, and that
he had no means of earning a living, let alone a place where he could live independent
from his parents, nor a facility where he could live in peace all his life after his parents
passed away. His parents were extremely worried about this. The teacher established
the Welfare Village Construction Promotion Committee in collaboration with Masami
Hirakawa, Kiyoshi Ota and Keiko Azuma, who were all teachers at the Makomanai
School for Handicapped Children, and this collaboration initiated the movement to
construct the welfare village. This thesis reports the 50-year history of the movement, in
which those teachers have made strenuous efforts so that those with cerebral palsy could
live comfortably in the welfare village after the construction of that village was realized
as a result of the long-standing movement.
はじめに
1979 年、ドイツのベッテルハイムをモデルにした脳性まひ者の終の棲家を目指して北海道立福祉村が
栗沢町最上に建設された。福祉村開村は、脳性まひ者とその家族の長年の悲願であり脳性まひ児者の両
親、家族、教育・療育関係者が一丸となった福祉村建設推進運動の結実であった。この福祉村建設推進
運動は、出羽校長、佐藤利明先生（両氏とも1 真駒内養護学校教諭）が未就学で成人した阿部史郎氏との
出会いから始まった。阿部氏は利明先生に、⽛義務教育でも就学は認められなかった。成人しても生計
を立てる手段がなかった。両親から自立して暮らせる場所もない。両親が亡くなっても、終生安心して
過ごせる施設もない。老親はそのことをとても悩んでいる。⽜と訴えた。利明先生は、当時、真駒内養護
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学校教諭であった渡邊ルツ、平川恭巳、太田清、東恵子先生達の協力を得て、脳性まひ児者の家族とと
もに福祉村建設推進委員会を結成し福祉村建設運動を始めた。長年の運動が実り福祉村が建設された後
も福祉村で彼らが快適に過ごすための運動をたゆまず継続してきた。今回は、この 50 年の歩みの最初
の活動、即ち、福祉村開村に至る過程、開村当初の活動を中心に報告する。
Ⅰ 福祉村開村以前の北海道の医療・教育・福祉
北海道立福祉村開村当時の医療や教育、福祉の状況について述べる。戦前、戦後の 1960 年代までの福
祉施策は障害児者のみならず特筆する施策はほとんどない。戦後、GHQの指導のもとで教育基本法や
福祉六法などが相次いで公布されたが施行は充実していなかった。1940、50 年代の日本は戦後の混乱を
乗り越えるのに必死であった。1960 年に入り経済が安定し高度経済成長へ向かう頃に入って漸く障害
児者の問題に関心が向くようになってきた。1960 年（昭和 35 年）に夕張で大発生したポリオ後遺症対
策のため琴似整肢学院が建てられた。その教育の受け皿として 1961 年、道立真駒内養護学校（肢体不自
由児）、1963 年道立旭川養護学校、道立琴似養護学校（現手稲養護学校）が開設された。このような経緯
でポリオ後遺症児に対する医療と教育・福祉を合体させた療育がスタートした。しかし、この時代はポ
リオ後遺症対策で手いっぱいで、脳性まひ児の治療に手が回っていなかった。一方、重度知的障害児や
脳性まひ児に対する就学は一部を除いて手がつけられていなかった。1960 年代の終わりころには脳性
まひ児の就学は、札幌市、旭川市など大都市周辺ではあるが就学児が増えてきた。1972 年、道立札幌整
肢学院が改組し道立札幌肢体不自由児総合療育センターとしてスタートしてから脳性まひ児の入院が増
加してきた。ポリオの発生が終息し、新たな療育対象として側弯や股関節脱臼、骨形成不全の子どもた
ちに加えて脳性まひ児の早期発見・早期療育に向かい始めた。イギリスからボバースアプローチ、ドイ
ツからボイタ法が導入され脳性まひは、早期に発見して治療をすれば治癒するといわれた時代であった。
また、周産期医療が急速に進展し新生児の救命が進み始めた。新生児医療の発展で、脳性まひ児に脚光
があたり脳性まひの教育の充実に注目が集まりだした。この動向に呼応して国は 1979 年までに全員就
学義務化の方針を打ち出た。
1979 年の全員就学がスタートするまで、重度の知的障害児や脳性まひ児は教育の対象外、医療でもそ
の多くが対象外とされてきた。彼らは家族が自宅で面倒を見ようとしない或はみることができない事情
があるときには、幼いときから知的障害児施設や重症心身障害児者施設に入れられひっそりとその人生
を終えていくのが常であった。
その当時の日本は、どの地方においても重度の知的障害や脳性まひ児には社会権などないに等しい状
態であったと言っても過言でない。知的障害児者は精神薄弱と呼ばれ、子どもたちの大半は就学免除・
就学猶予が当然とされた。また、優生保護法によって、女性は初潮が始まると不妊手術を男性は断種手
術（パイプカット）を本人の意思とは関係なく両親の承諾で施術されていた。教育を受ける権利はもと
より、就業し結婚し社会の一員として遇されることはほとんどなかった。
前述した阿部史郎氏（北海道青い芝の会代表）は、夕張に生まれ就学はできなかったが両親が家庭教
師をつけて教育をうけることができた恵まれた方である。いちご会の小山内美智子氏、長峰京子氏等も
両親の庇護のもと教育をうけることができた。後年、彼らは障害者自立運動を展開して脳性まひ者の指
導者となっていった。
Ⅱ 北海道福祉村建設推進委員会ができるまで
1963 年（昭和 38）阿部史郎氏が上京し街頭を歩いていて大仏空夫人（東京青い芝の会事務局長夫人）
に偶然声をかけられた。この出会いが北海道青い芝の会の結成につながった。阿部氏は、渡邊ルツ先生
（真駒内養護学校教諭）に青い芝の会結成について相談した。ルツ先生は、出羽校長や佐藤利明先生に引
き合わせた。出羽校長、佐藤利明先生に、阿部氏は脳性まひの彼らを受け入れてくれる施設がないこと
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や仕事をして生計を立てて暮らしていく場が全くないこと、両親が老いても彼らの面倒を見てくれる場
所が全くなく老親が苦しんでいることを訴えた2。出羽校長らは阿部氏の訴えを聞いて、全面的な協力
を約束した。1964 年、阿部史郎氏は青い芝の会を結成した。同年、町村知事に脳性まひ対策について陳
情し受理された。翌年、青い芝の会と協働して福祉村準備委員会を開催し北海道民生部三上部長に札幌
整肢学院の移転新築と福祉村の併設について進言し、文書にて陳情した。1966 年（昭和 41）、出羽校長
を代表に佐藤利明先生が事務局長とし平川恭巳、太田清、東恵子先生及び北海道肢体不自由児連合福祉
協会父母の会（主として脳性まひ児者の家族）とともに重障者福祉村建設推進委員会を発足させ、積極
的に北海道に陳情活動を行った。運動開始時から本人や家族らとともに街頭募金に立って福祉村建設の
ための理解をえるなど運動を行った3。（写真）
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発会時の役員
会歌 会歌
Ⅲ 福祉村建設からその後の動向
推進委員会の事務局メンバーは、大部分が真駒内養護学校、手稲養護学校等の現職教諭、もしくは元
教諭である。推進委員会の会員は、主として親たちと全道の養護学校教諭である。1973 年（昭和 48 年）、
堂垣内尚弘知事は福祉村開村を決定し、開村場所を栗沢町最上に決定した。栗沢町最上は、当時の所有
者たちの寄付によるものであった。彼らは、積極的にこの委員会の運動にも参加し、開村後は長年経済
的にも精神的にも支えてきた。
村が建設され入村者と共働し村の運営が試行錯誤しながらも軌道に乗り始めた。この頃に新たな課題
が生じてきた。その一つが村人の恋愛結婚問題である。村内で結婚を希望するカップルが総て結婚でき
る状況にはなかった。開設当初は、夫婦棟の構想がなかった。数年後、夫婦棟として福祉ホームが建設
されたが、村ではカップルになって夫婦として暮らすのにはいくつも越えなければならない条件があっ
た。福祉ホームの入居者数は制限されており、介護サービスも十分とはいえない状況であった。
村には、芋や野菜などの農作業、養鶏、印刷、機織り、陶芸などの授産設備が準備されていたが、職
業選択に限りがあり自分がしたいと思う職業選択は難しい状況であった。
また、村は札幌から離れているおり、交通手段が限定されるため札幌に出かける等の動きは不便が付
きまとった。このように開村当時は、バラ色の夢であった福祉村が次第に色あせ徐々に、街で自由に暮
らしたいという希望を持つ村人が増えていった。
開村の 2年後、1981 年の国際障害者年を受けて日本国内では障害者自身の活動が活発になり始めた。
福祉村内でも村人のノーマライゼーション意識、地域生活への意欲が盛んになり、次第に活力のある村
人が次々村を離れていくようになった。
開村当時は、障害者は地域で暮らすということは考えられない状況であった。開村から 30 年以上経
過した今、社会の福祉サービスシステムや意識が変化してきた。相当数の障害者が札幌や近郊都市のア
パートで 1人暮らしをすることはさほど珍しいことではなくなってきた。また、その地域でも、自動ド
アやエレベーター、点字板など障害者に対するバリアーフリー化が急速に進んで来ている。障害者が一
か所に集まって暮らすスタイル自体が障害者のニーズから乖離してきたというのが今の姿なのかもしれ
ない。
このことについて、筆者は、2004 年に次のようなことを福祉村通信で述べている。
⽛私が福祉村の運動にかかわって約四半世紀が過ぎました。この間に、日本の福祉は大きな変貌を遂
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街頭募金
げました。障害者福祉年以降、徐々に障害者の基本的な生活権を勝ち取る動きが加速しました。人は、
誰でも自分の場所があり、その中で生きています。仲間や慣れ親しんだ場所で、自分なりの安定を求め
て生きています。その地を自分の意思とは関係なく遠く離れて生活することは苦しいことです。その人
が暮らしたいと願う場所で暮らしが成り立つように配慮する社会援助が、地域密着型の福祉サービスで
あると私は考えます。このサービスは、クライアントの生活を中心に、クライアントを取り巻く人々と
ともに、自分なりに生きがいがもてる暮らしができるように支援することに狙いがあると考えます。例
えば、認知症で他者との関係がうまく作れなくなってきている場合は、他者との仲立ちをしてスムーズ
な関係をもてるようになどクライエントがおかれている困難な状態を解決する具体的な手立てをこうじ
ていく役割があります。この取り組みは、従前の福祉が、障害者や高齢者、生活困窮者などを施設や病
院に収容した隔離思想とは異なり、誰でも、自分の所属する地域社会で普通に生活する権利を保障する
ためのものであることに特徴があります。その意味では、地域に根ざした様々な支援システム、地域包
括支援センターや小規模多機能施設などが誕生して高齢者や障害者が地域で生活しやすくなってきまし
た。しかし、これらの福祉サービスは、誕生したばかりで、サービスの量、質、マンパワーなどの課題
が山積しています。現状では障害者が街で安心して暮らす用意ができたとはいえません。福祉村の暮らし
を隔離と捉えるかどうかでその意義は変わります。私は、福祉村の存在が希薄になり、社会的使命が終
わったとはとても言えない、むしろ、これからもっと大きな役割があるのでないかとすら思えるのです。⽜
Ⅳ-1 福祉村の生活と整備
村の建設経過は、資料にあるように徐々に整備された。療護、授産、作業所と次々と開所し、それぞ
れの棟、小舎制の居住スペースにはいろいろな名前がつけられた。グループ名がつけられ、各自個室で
トイレが入口に設けられていた。
グループは 4～6名で構成され、中央にホールがあり、電動の台所なども整備され個人のプライバシー
を確保しながらも孤立しないような居間空間を確保したものであった。
棟のほかに、印刷や機織りなどの作業棟、食堂、体育館などが廊下でつながっている建築スタイルで
あったが廊下が長く、冬期間の暖房が総て電気でまかなわれるため大変な電力消費となって維持管理が
大変だと後年うかがった。
居住棟の周りは広い土地があり、そこで農作物が栽培されていた。また鶏を飼って卵を販売する等の
試みもなされていたが、徐々に村人の障害が重くなり農作業を継続することが困難になり今は総て行わ
れていない。
村人の生活QOL：開村当初は快適な村の生活であり活気にあふれていたが、徐々に、疲弊し何もしない
で日々を過ごす村人も増えてきていた。ノーマラゼーションの波を受けて、一時、療護以外の村人に対
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開村予定の村ファミリー等設計図 開村式
して地域で暮らすことを強く推奨する状況も生まれてきていた。
また、栗の木をたくさん植えて秋には収穫するということも行われた。
ゲートボール：土居村長の時代であったと思うが村人や近隣の老人達とゲートボールを楽しむゲート
ボールコートを設け交流の場にすることもあった。
海外旅行：村人が受け取る年金が潤沢であったころ、村では企画して希望者と海外旅行に行く企画が数
度立てられ実行された。現在は、村人が年金からいくばくかの費用を事業団に収めるため海外旅行をす
るような資金は捻出できなくなり現在は行われていない。
記念会館構想：福祉会館と名付けて村の中心タワー的存在として位置づけ、そこで子どもたちの研修や
ボランティア受け入れ等をしたいという構想があったが、諸般の事情で中止せざるを得なかった。
診療所
開村当時、村には診療所はなく看護師と委託された非常勤開業医でスタートしたが、療護棟が開所し
常勤医が必要であった。栗沢に赴任してくる医師は少なく、固定医を得ることが難しかった。道立札幌
療育センター副院長、総合相談所所長を歴任した佐久間和子小児科医が希望して道を定年退職後赴任し
た。佐久間医師は、入村者が青年期から壮年期になるにつれて、頚椎、股関節などの痛みを訴えている
ことや側弯や呼吸障害などの二次障害が進行してくる現状を把握し、その対処・治療の必要性を認識し
各方面に働きかけた。
村の中で、推進委員会の研修会で、北海道肢体不自由児連合協会の全道大会で、あらゆる機会をとら
えてその実態を報告し治療とリハビリに取り組むようになってきた。
リハビリの導入
福祉村建設当初リハビリは卒業したという脳性まひ者の主張を受けて、リハビリは必要でないのかと
いう声を退けて村にはリハビリ担当職員を採用しなかった。
建設して 10 年過ぎるころから村人に身体の異変を訴える人が増えてきた。頚椎の痛み、股関節の痛
み等を訴える声が大きくなり、村は初めて理学療法士を配置した。しかし、理学療法士 1名では村人お
よそ 350 名のリハビリは焼け石に水であり、その後理学療法士を 3名まで増員した。しかし、3名で 350
名全員を一定の頻度で実施することはできないので工夫が必要であった。その後、村が道立から民営に
移管されることになりこれまでの職員処遇では立ち行かなくなり、この処遇を巡って理学療法士も数名
退職し、残った 1名と新規に採用した理学療法士とともに現在までリハビリを実施してきている。入村
者が高齢化するにつれて食事が大問題になってきた。村に言語聴覚士を採用しその対処に取り組んでい
る。が、摂食障害、側弯や頚椎変形、股関節脱臼などの二次障害を十分防ぐのに必要なスタッフは確保
できていないのが現状である。
Ⅳ-2 福祉村建設と推進委員会の活動
村が建設され運営が軌道に乗っていくためのあらゆる支援に取り組んだ。年数回の常任推進委員会を
開催し、道庁福祉部施設管理課長、栗沢町町長、親の会会長などが出席して福祉村のまた、運営に関す
る取り組み等について熱心な討議がなされた。全道各地に出向き、各地の親たちと意見交流を行った。
この時代は、全道的に重症脳性まひ者は在宅で親の介護を受けていた。彼らは親が高齢化し介護するこ
とができなくなっても大部分が入所できる施設がなかった。親たちの訴えは村に入村させたい、或は、
いま通学している学校を終えたら入村させたいが果たして入村できるだろうかという訴えや相談であっ
た。委員会は、釧路、室蘭、函館と順に意見交流しながら両親の思いを受け止め、脳性まひ者のニーズ、
実態把握を行う活動を展開した。また、その活動を⽛福祉村通信⽜を年 4回、発行して会員に活動の状
況を報告した。福祉村の暮らしを紹介したパネル展を札幌市地下街で実施したり、福祉村ビデオテープ
を北星学園大学の学生ボランティアを進行役にして作成し関係機関に寄贈したりした。福祉会館構想を
具体化するために全道の主だった施設を視察し、構想を練った。それをイラストにして常任推進委員会
で報告したりして推進に努めた。また、結成 20 周年には、栗沢町にて 20 回記念コンサートを実行した。
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以下、福祉村開村 20 年を記念して発行された 114 号の拙文を転用して掲載する。
⽛福祉村が建設されて 30 年が過ぎようとしています。この間の日本における福祉施策はめまぐるしく
変動しています。
バブルがはじけるまでの右肩上がりの福祉予算が、確実に年々減少しそれに伴って福祉行政が行き
詰ってきました。その原因を挙げれば、日本経済が、世界の経済変動についていけず徐々に世界の中で
の力が落ちてきていることが挙げられます。日本は、高度の技術をほこりその品質は世界でも高く評価
されていますが労働単価が高く生産品の単価が高上りとなり、アジア諸国とりわけ中国との市場競争で
は太刀打ちできず日本企業は、アジア諸国に生産拠点を移し高品質で低価格の生産で市場を確保してい
ます。その結果、国内での労働需要は限定され、特に社会的弱者の就業が困難になっています。また、
政府が派遣労働の規則を緩和したことから、できる限りの低コストを目指し、正規雇用を抑え派遣労働
者を多用し簡単にペイオフできる仕組みとなり、世界の景気に作用されやすい雇用状態となりました。
能力のあるものが富み、そうでないものにとっては低賃金かつ不安定で失業しやすい社会となりました。
その一方で、人口構成は逆ピラミッド化し、高齢者が急増し若者が極端に少ない社会に向かっています。
今、若者たちは、卒業時の正規雇用に漏れると生涯派遣労働者として極めて不安定な生活を強いられて
います。
そして、この波は、高齢者や障害児者にも及んできています。福祉村もその例外ではありません。北
海道が事業団を民営化し、福祉村も民営になりました。村人たちの生活は言うに及ばず、村人の生活を
支える職員の労働条件が一気に下がりました。漏れ聞くところでは、賃金が 30％カットということで多
くの職員が心を残しながら離職したといいます。また、ノーマライゼーションの旗印のもとで、ある程
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度の身辺自立ができている村人は、退村して、地域での一人暮らしを強く勧められたと聞きます。齢 80
歳を超えたある村人のご両親から、⽛退村して札幌で暮らすことを勧められた。このたびの国の基準で
は入村基準に合致しなくなったということであるが、自宅に帰ってきてもこの通り自分のことだけで精
一杯の自分たちとなり、子どもの面倒を見てやれない、一人暮らしをさせるにしても 50 歳近くなっては
いるが、ことばも不自由、動けるといっても手も足も不自由で、今まで多くの職員に支えられてようや
く過ごしてきた状態では一人暮らしは到底できない。どうやったらよいのか⽜と涙ながらに訴えられた
ときには、返すことばもありませんでした。
確かに、障害児者が地域で生活していくことは理想であると思います。無理せず自然にそんな社会が
形成されていくことが望ましいと思うのですが、話すことが不自由で、動くことは多くの人の助力を必
要とし生活全般の手厚い介護が必要な人が地域生活を単独でするには、特にその一歩を踏む出すときに
は、周囲だけではなく本人にも相当な覚悟が必要になります。ケアプランを作る、自分の希望を伝える
など一見、簡単そうに思えることも実際にはひどく難しいことになったりします。そんな煩雑な手続き
を何事もなくやり過ごしていく強さが求められます。50 年近く介護されて過ごしてきた人に、その生き
方を変えなさいと命令してもできるものなのでしょうか。一人暮らしは、自由である半面、ひどく孤独
で淋しい暮らしと裏あわせです。自分が、外に活動の場を求めていかない限り一日中ひとりという暮ら
しになります。転んでもおこしてもらう人がいない、ヘルパーさんが来るまで転んだままという状態に
なります。そんな暮らしが、本当に何にも優る幸せなのでしょうか。そんな行政方針を一方的に押し付
けてくる国や道の福祉行政施策に対して、私は憤りを覚えます。いつも、ほどほどの人の目があり、助
力が必要なときに即座に対応でき、プライバシーが守られ、自己選択や自己実現ができるような安寧な
暮らしを望む人には、福祉村ほど適切な場所がほかにあるのでしょうか。日本中が閉塞感に満ち溢れて
いる情況ですが、だからこそ、高齢者がケアつきペンションに入るように、村人たちが自分の意思で、
村で暮らす、村を出て一人暮らしをする、また、また戻ってきて、村で暮らすそんな自由度のある村で
あってほしいと切に望んでやみません。そして、村人だけではなく子どもの人生を見届けて終わってい
けない村人の家族の願いでもあるように思えてなりません。⽜
Ⅴ 事業団の民営化
2006 年、道立福祉村は、諸般の経緯から道立を離れ事業団運営となった。職員の待遇が極端に悪くな
り給与は 30％から 40％カットされた。事業団を離職する職員が急増し、村人への接遇も人で不足で十
分といえない状況が生じた。このような社会環境の変化の中で、親の会と推進委員会は手を携えて支援
してきたが、この状況は今も厳しい。
Ⅵ 福祉村推進委員会の閉会
福祉村推進委員会のメンバーの 50 年に及ぶ活動の原動力はなにか？ 開村に向けた事務局員及び事
務局長のたゆまない努力や熱意、誠意は福祉村が開村した後は、福祉村の建設理念の実現や充実を見守
る活動へと目標を変えて継続された。
2000 年を過ぎる頃より、事務局員が続々と定年を迎え、諸般の事情から若い事務局員の補充が難しく
なった。徐々に活動の足が止まりだした。2010 年、最年少の筆者が定年を迎え事務局員は真駒内養護学
校で協力してくださる有志以外は、全員定年者となった。
前後して、通信担当の青木先生が病に倒れ池田先生がその責務を担った。それから 2015 年までに、坂
野副会長、平川事務局長が閉会式を待たずに鬼籍に入った。
福祉村通信最終 153 号の筆者の寄稿を掲載する。
⽛50 年の長きにわたった建設推進委員会の活動が今、閉じられようとしています。この活動に関わっ
た者の 1人として、越し方を振り帰ってみたいと思います。
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私が福祉村という名前を初めて聞いたのは、昭和 48 年に北海
道に入職して 1年くらいたった時でした。当時、障害福祉課長の
奈良崎さんたちが福祉村を建設するために話をどんどん進めてい
たころでした。勤務先の道立札幌肢体不自由児総合療育センター
では、中学卒業後の子どもたちの落ち着く先がほとんどないこと
で困っていました。福祉村は、その意味で幸福の女神のような存
在でした。福祉村に行けることが、親子の希望でした。福祉村が
でき、訓練センターができ、美唄のリハセンターができ、大滝わ
らしべ園ができるというように次々と、成人向けの施設ができま
した。しかし、その多くは、入所 5 年間という条件付きでした。
福祉村だけが、終の棲家ということを謳っていました。建設途中、
建設され、入村者が続々、入村してくる開村当時は、ここができ
れば、安心して人生が送れるという希望や喜びでいっぱいでした。
福祉村が建設された当時、恩師の忍先生が福祉村建設の顧問に
なり、先輩や同期、後輩が職員としてたくさん採用されました。
忍先生が福祉村へ行かれる時にカバン持ちでついて行って、勉強
会にしばしば参加させていただきました。村をどう運営するか、
村人をどう処遇するかという熱い議論がここで闘わされていました。
開村から数年が経て、次第に、入村された方々やご両親からいろいろな問題が提起されるようになり
ました。そんな時に、事務局の平川先生と出会いました。他の勉強会でしばしばお会いすることが続い
ていました。そんなきっかけで福祉村建設推進委員会に参加しないかと誘ってくださったのか覚えてい
ないのですが、福祉村ができて 7、8年経ったころだったと思います。その頃から、委員会の会議に参加
するようになりました。建設途中で会った村は、農作業や家畜（鶏舎）、機織り、陶芸、印刷などができ
る場所の建設が次々に行われました。春はアスパラ、秋になると芋やニンジン、大根などの収穫物を幾
分購入させていただきました。新鮮な鶏卵もとても美味しかったです。
建設途中の村をより開かれた村にするためには、多くの人が集まる福祉村、福祉のセンターにしよう
という意気込みで、福祉村会館を建設してそこで様々な福祉のイベントや研修をする場所づくりができ
ないかと運動を進めたりもしました。あちこちの施設を施設して、具体的な青写真、デッサンで描きだ
したりもしました。でも、それは、福祉予算がどんどん削減される時代を迎え、叶わぬ夢と消えました。
委員会の活動は、ほとんど、平日の夕方、土・日曜日に行われました。私は、時間の許す限り出席し
ましたが、後半は、欠席することが多くなり、名前だけの事務局員だと申し訳なく思いました。活動は、
集まって福祉村をどう支援するかということだけではなく、福祉村の活動を広く社会に知ってもらうた
めの PRも行ってきました。今の⽛地下歩⽜で写真の展示をしたこともあります。ビデオを制作したこ
ともありました。栗沢で合唱コンサートをしたこともありました。様々な取り組みを建設推進委員会で
は、平川先生、東先生、坂野さんたちを中心に取り組んできました。その中で、志半ばで、戦列を離れ
た諸先生がいらっしゃいます。佐藤先生、太田先生、池上先生、青木先生等手の届かないところへ逝か
れたかたがたもいらっしゃいます。結成 50 年という年月の長さ故にだと思います。
振り帰ってみますと、私にとってこの運動から多くの示唆をいただきました。中心的に関わられた委
員の皆さまは、社会的栄誉を求めず、この運動に粘り強く、根気強く携わり、大きな道標をたくさんの
人たちに示してくださいました。とりわけ、障害者本人、ご家族はこの諸先生の無私の活動をどんなに
心強く頼りにされてきたかは察するに余りあります。
半世紀、駆けに駆けてきた委員の多くの皆さまが齢 70 歳を超え傘寿に近づこうとしています。最後
の力を振り絞って、記念碑を建立しこの会を閉じる準備を進めています。この委員会の末端に席を置い
て、この活動をそばで伴走してきた者として、草の根として活動を継続し続けてくださった委員の皆さ
まに心よりの感謝をささげます。 草々⽜
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メンバーは一足先に解散した北海道青い芝の会のメンバーと協同し、この活動の締めくくりとして福
祉村の前庭に大きな記念碑を建立した。2015 年 10 月 4 日福祉村で、記念碑の落成を祝う会が行われた。
記念碑落成式後、閉会式を福祉村会議室にて開催。このようにして、障害者の終の棲家づくり運動に身
を投じ、半世紀にわたる福祉村建設委員会の活動は幕を下ろした。（写真）
福祉村建設推進委員会活動の意義
1970 年代までの日本において、福祉村建設は脳性まひ者とその両親、及び彼らに関わった教育者、療
育者にとっては到底かなうとは思えない夢であった。その夢が町村知事の福祉村建設決定で実現した。
昭和 40 年代から 50 年代にかけて日本の福祉は長足の変化を遂げた。時は高度経済成長の時代であった。
全国各地に肢体不自由児療育センターが開設され、早期発見・早期療育に邁進し始めた時でもあった。
1979 年には就学義務化も決まった。これで教育や小児の療育の方向も定まった。しかし、成人に達した
脳性まひ者には行くところがなかった。脳性まひ者のための処遇先は、在宅か重心施設以外なかった。
幾つかある重心施設だけでは脳性まひ者のニーズは賄いきれない。重心施設が彼らに総てふさわしいと
は到底思えない。そんな中での建設運動であった。時代は、福祉に前のめりになってきていた。全道に
肢体不自由者の施設が幾つか立ち上がってきた。大滝わらしべ園、北海道療育園などである。脳性まひ
者の職業評価を目的にした北海道立肢体不自由者訓練センター、北海道立美唄リハビリセンターなどが
設立された。しかし、いずれも入所期間は 5年間で彼らの終の棲家には到底ならなかった。
福祉村は、待望の施設であった。個室、小舎制、幾つかの職業選択が可能、村の周辺に両親が移住し
てくることも視野に入れ、将来は墓地もという構想であった。
入村当時は、入村者はそんな生活に満足しているように見えた。しかし、国際障害者年とその 10 年の
活動が展開する中で障害者自身の意識が徐々に変化してきた。街で暮らしたい、1 人暮らしがしたい、
自由に街を歩きたい、いろいろな所に行きたいという思いが強くなり、退村して札幌へ移住してくる村
人が出現してきた。この時代に、北海道は道立住宅にケア付き住宅を数戸スタートさせた。村からもケ
ア付き住宅に出た村人がでた。このことがきっかけで、札幌市の支援を受けて村人が次々と 1人暮らし
を始めた。
村で暮らす村人の気持ちの中にここで暮らすのが一番安全でよいという思いや年老いた両親のことを
考えるとこれ以上両親の世話にはなれないので現状で我慢するしかない、もし村を出て 1人暮らしを始
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めても自分が今以上に介護度が上がり 1人暮らしが困難になったらどうすればよいのか、村にはもう戻
れないなどと思い悩む村人が少なからずいる。
村はこのような思いを抱く村人にとって、いつでも巣立てる場所であり、いつでも戻ってこられる故
郷であってほしい。終の棲家は何処にあるかは誰も知らない。どんな人も自由に羽ばたき、精一杯生き
たよ、でもちょっと休みたい、そんな安息場所であってほしい、50 年前、この村建設に立ちあがったと
きには想像することもできなかった自由や可能性を求めて羽ばたける時代を迎えた村人たちがこれから
どんな人生を送っていくのかそれは誰もわからない。ただ、福祉村での生活から村人が一般社会に飛び
出していく力、画一に、与えられたものに自足して生きるのではなく人としてチャレンジする気力や勇
気を養ったのでないのかと私は思う。活動を支えてきた諸先生は心の底で村人 1人 1人が自分らしく生
きることを願っていたと思えてならない。
結び
今回諸先輩の活動を振りかえり建設推進運動を概観したことで私自身が改めて運動の意義を実感した。
この運動は、大きく福祉村が建設されるまでと建設された以降に分けられる。私がこの活動に関与した
のは福祉村が建設された後である。関与以前の活動に関しては過去の資料を読み解いてその足跡を紹介
する以外の手段を持たない。委員会は、村が建設された以降も活動を継続して福祉村が栗沢の地に根づ
きより発展していくことを願って様々な取りくみが継続された。この委員会の活動の傍らで自分のでき
る範囲内で伴走してきた。そして、諸先生の息の長い地道な活動を支えたものはなんだったのだろうか
と改めて感慨を持つ。
今、振り返って思う。1966 年に結成された福祉村建設委員会は、50 年の時を経て終会した。発会当時
からのメンバーである佐藤利明、平川恭巳、太田清、50 年代から参加した青木靖は鬼籍に入った。また、
初代村長 井馬煌一、初代会長平佐忍、副会長吉田、亀田アキ等も福祉村が建設され入村者が続々入村
する姿を見届けて永眠した。発会当時からの東恵子、大久保フヨ、坂野茂美らは、その後運動に参加し
た中西、鈴木、池田らとともに会の終会を見届けた。
この活動を総括すると、半世紀前の日本社会では、福祉村建設は時代のニーズであったと思う。北海
道が福祉村建設に着手するために積極的に働きかけ実現させた意義はとり分け大きい。この村での生活
から新たな一歩を踏みだした者たちが生まれた。この生活があったからこそ可能であった新たな歩みで
ある。その意味での功績もまた非常に大きいと考える。今回は、活動の大枠を伝えただけで終わった。
もう少し、時代を区切って資料を駆使してまとめてみたいと考えている。
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⚘ 北海社会福祉事業団福祉村 平成 21 年⚗月 ⽛和─福祉村開村 30 周年記念写真集⽜
⚙ 北海道青い芝の会 1994.5 ⽛北海道青い芝 80 号 結成 30 周年記念誌⽜
10 永田勝彦・奥村次男ほか 福祉施設が果たす地域の福祉的変化と住民意識に関する総合的研究
─ 127 ─
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表

年
表
北
海
道
の
療
育
史
概
要
西
暦
年
号
療
育
の
変
遷
医
療
・
福
祉
施
設
の
開
設
・
改
編
学
校
新
設
・
改
編
北
海
道
重
症
者
福
祉
村
建
設
推
進
委
員
会
の
活
動
1
9
5
1
2
6
1
9
5
2
2
7
札
幌
整
肢
学
院
開
院
1
9
5
3
2
8
整
肢
学
院
内
琴
似
小
・
中
学
部
分
教
室
開
設
2
9
北
海
道
肢
体
不
自
由
児
福
祉
協
会
誕
生
3
2
札
幌
小
児
ま
ひ
母
の
会
（
会
長
亀
田
ア
キ
）
3
3
身
体
障
害
者
訓
練
所
開
所
3
4
全
道
肢
体
不
自
由
児
父
母
の
会
連
合
協
議
会
発
足
1
9
6
0
3
5
夕
張
市
に
ポ
リ
オ
大
発
生
1
9
6
1
3
6
北
海
道
肢
体
不
自
由
児
父
母
の
会
連
合
会
と
改
称
北
海
道
立
真
駒
内
養
護
学
校
開
校
1
9
6
2
3
7
旭
川
整
肢
学
院
開
院
み
か
ほ
整
肢
学
園
開
設
小
児
ま
ひ
財
団

マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム

開
設
阿
部
史
郎
大
仏
空
氏
と
出
会
い
小
児
ま
ひ
の
会
結
成
勧
め
ら
れ
る
1
9
6
4
3
9
北
海
道
立
真
駒
内
養
護
学
校
高
等
部
開
設
・
北
海
道
琴
似
養
護
学
校
、
旭
川
養
護
学
校
開
校
福
祉
村
運
動
の
胎
動
開
始
（
脳
性
ま
ひ
者
の
阿
部
・
佐
々
木
・
亀
田
3
名
が
真
駒
内
養
護
学
校
訪
問
、
出
羽
校
長
・
佐
藤
利
明
と
出
会
う
）
青
い
芝
の
会
5
月
発
会
（
会
長
阿
部
史
郎
）
町
村
知
事
に
脳
性
ま
ひ
対
策
に
つ
い
て
陳
情
4
0
青
い
芝
の
会
第
一
回
全
道
大
会
、
福
祉
村
建
設
の
啓
蒙
・
準
備
委
員
選
考
第
一
回
福
祉
村
建
設
準
備
委
員
会
開
催
（
1
0
月
2
日
）
4
1
福
祉
村
構
想
図
・
趣
意
書
原
案
作
成
北
海
道
重
症
者
福
祉
村
建
設
推
進
委
員
会
発
足
（
2
月
2
6
日
）
札
幌
整
肢
学
院
新
築
促
進
＆
福
祉
村
併
置
を
道
に
陳
情
（
2
月
2
8
日
）
愛
の
小
箱
運
動
（
1
1
月
）
・
第
一
回
街
頭
募
金
、
初
め
て
の
街
頭
P
R
4
2
小
児
ま
ひ
財
団
北
海
道
療
育
園
開
設
4
5
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
用
地
手
稲
金
山
に
決
定
1
9
7
1
4
6
福
祉
村
の
早
期
実
現
、
町
村
知
事
か
ら
堂
垣
内
知
事
に
引
き
継
が
れ
る
1
9
7
2
4
7
脳
性
麻
痺
児
の
母
子
入
院
が
増
加
札
幌
整
肢
学
院
改
組
し
道
立
札
幌
肢
体
不
自
由
児
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
開
設
札
幌
市
立
美
香
保
小
特
殊
学
級
・
福
祉
学
級
つ
ぼ
み
学
級
開
設

脳
性
ま
ひ
白
書

第
一
次
発
表
（
全
道
か
ら
2
0
0
0
名
登
録
福
祉
村
入
村
希
望
資
料
）
準
備
委
員
会
毎
土
曜
日
福
祉
村
建
設
の
た
め
の
研
修
を
4
8
年
4
月
ま
で
行
う
1
9
7
3
4
8
ボ
バ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
第
一
回
講
習
会
開
始
福
祉
村
建
設
た
め
の
調
査
費
つ
く
福
祉
村
建
設
に
向
け
て
月
2
回
の
事
務
局
会
＆
1
回
の
常
任
推
進
委
員
会
を
定
例
化
し
基
本
構
想
等
の
資
料
作
り
や
調
査
研
究
に
取
り
組
む
1
9
7
4
4
9
福
祉
村
建
設
栗
沢
町
に
決
定
、
調
査
費
つ
く

福
祉
村
建
設
懇
話
会

発
足
委
員
会
、
道
に
福
祉
村
建
設
基
本
及
び
土
地
活
用
構
想
に
つ
い
て
具
申

懇
話
会
に
平
佐
会
長
、
出
羽
副
会
長
、
阿
部
副
会
長
を
代
表
と
し
て
送
る
1
9
7
5
5
0
ボ
イ
タ
法
講
習
会
開
始
ひ
ま
わ
り
整
肢
学
園
開
設
入
村
希
望
者
、
福
祉
村
建
設
用
地
を
見
学
1
9
7
6
5
1
福
祉
村
基
本
構
想
決
定
太
田
事
務
局
員
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
村
視
察
第
1
0
回
全
道
大
会
、
1
0
0
余
名
の
入
村
希
望
者
を
招
待
、
記
念
誌

ひ
ら
く

発
行
1
9
7
7
5
2
福
祉
村
基
本
計
画
概
要
発
表
入
村
希
望
者
リ
ス
ト
作
成
に
着
手
1
9
7
8
5
3
北
海
道
立
肢
体
不
自
由
者
訓
練
セ
ン
タ
ー
開
設 福
祉
村
の
管
理
・
運
営
を

北
海
道
社
会
福
祉
事
業
団

に
委
託
決
定
入
村
希
望
者
研
修
会
開
催
（
〜
5
3
年
8
月
計
6
回
）
入
村
希
望
者
1
6
0
名
を
道
に
提
出
入
村
希
望
者
の
中
か
ら
追
跡
調
査
開
始
1
9
7
9
5
4
早
期
発
見
・
早
期
療
育
ス
タ
ー
ト
札
幌
で
ボ
イ
タ
法
講
習
会
実
施
教
育
義
務
化
（
全
員
就
学
）
ス
タ
ー
ト
札
幌
市
立
母
子
訓
練
セ
ン
タ
ー
開
設
北
海
道
立
福
祉
村
（
栗
沢
）
開
村
・
重
度
身
体
障
害
者
更
生
部
門
開
設
・
第
一
次
入
村
者
1
8
名
入
村
入
村
及
び
職
員
採
用
に
関
す
る
要
望
書
を
道
に
提
出
記
念
植
樹
1
9
8
0
5
5
サ
ウ
ン
ド
ア
ン
ド
シ
ン
ボ
ル
ズ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
紹
介
広
川
律
子
福
祉
村

重
度
身
体
障
害
者
授
産
部
門

開
設
第
1
4
回
全
道
大
会
、
福
祉
村
開
村
に
講
青
い
芝
の
会
総
会
と
は
別
に
大
会
を
持
つ
、
故
竹
村
麻
耶
氏
の
ご
遺
志
で
本
会
を
通
じ
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
福
祉
村
号
を
寄
贈
総
合
福
祉
会
館
構
想
を
ま
と
め
る
福
祉
村
職
員
・
入
村
者
・
家
族
会
の
代
表
と
座
談
会
・
定
期
的
に
懇
談
会
を
設
け
る
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白
糠
学
園
開
園
・
白
糠
養
護
学
校
開
校
こ
と
と
す
る
1
9
8
1
5
6
身
体
障
害
者
療
護
部
門
開
設
福
祉
村
に
道
営
福
祉
住
宅
一
部
整
備
（
1
0
戸
）
大
区
間
の
着
工
決
定
会
歌

い
ま
あ
け
の
ぼ
が

作
詞
太
田
清
。
作
曲
平
川
恭
巳
福
祉
会
館
早
期
建
設
実
現
に
対
す
る
陳
情
書
、
知
事
宛
提
出
入
村
希
望
者
実
態
調
査
ま
と
め
る
地
元
栗
沢
町
と
の
懇
談
佐
藤
事
務
局
長

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
賞
受
賞
東
恵
子
事
務
局
員
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
視
察
福
祉
村
の
中
に
福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
構
想
し
案
ま
と
ま
る
1
9
8
2
5
7
国
際
障
害
者
年
1
0
年
の
開
始
第
一
期
工
事
終
わ
り
第
二
期
に
向
け
て
の

見
直
し

に
入
る
福
祉
村
に

重
度
授
産
通
所
部
門

開
設
2
0
周
年
記
念
誌
第
一
次
方
針
ま
と
ま
る
本
会
と
し
て
の

見
直
し

ま
と
め
る
1
9
8
3
5
8
体
育
館
落
成
札
幌
市
立
山
の
手
養
護
学
校

つ
ぼ
み
小
学
部
・
中
学
部

に
改
編
出
羽
会
長
逝
去

福
祉
村
見
直
し
と
充
実

堂
垣
内
知
事
か
ら
横
路
知
事
に
引
き
継
が
れ
る
1
9
8
4
5
9
福
祉
村
開
村
5
周
年
祝
賀
会
5
年
誌

5
年
を
振
り
返
っ
て
新
し
い
歩
み

発
行
福
祉
村

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
検
討
入
村
対
象
者
に
関
わ
る
実
態
調
査
に
協
力
し
て
道
に
提
出
1
9
8
5
6
0
愛
の
小
箱
8
8
個
作
成
心
身
協
の
福
祉
村
検
討
委
員
会
と

ふ
く
し
む
ら
の
み
な
お
し
に
つ
い
て

懇
談
会
2
0
年
記
念
誌

こ
こ
に
い
き
が
い
が

発
行
1
9
8
7
6
2
北
海
道
立
更
生
相
談
所
改
組
、
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
併
設
1
9
8
9
6
4

十
年
誌

発
行
1
9
9
0
2
北
海
道
早
期
療
育
事
業
開
始
市
立
山
の
手
養
護
学
校

つ
ぼ
み
小
学
部
・
中
学
部

高
等
部
新
設
1
9
9
1
3
1
9
9
2
4
楡
の
会
こ
も
れ
び
園
開
所
市
立
豊
成
養
護
学
校
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
新
設
1
9
9
4
北
海
道
青
い
芝
の
会
：

北
海
道
青
い
芝
8
0
号
結
成
3
0
周
年
記
念
誌

発
行
1
9
9
8
2
0
0
1
1
0
2
0
0
2
1
3
2
0
0
3
1
4
札
幌
市
立
北
翔
養
護
学
校
（
中
学
部
・
高
等
部
）
開
校
2
0
0
5
1
5
北
海
道
障
害
者
基
本
計
画
4
0
周
年
記
念
誌

こ
こ
に
生
き
る

刊
行
2
0
0
6
1
7
措
置
か
ら
契
約
へ
子
ど
も
発
達
支
援
事
業
に
変
更
1
8
支
援
費
制
度
発
足
北
海
道
社
会
福
祉
事
業
団
福
祉
村
と
名
称
変
更
2
0
0
7
1
9
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
北
海
道
札
幌
肢
体
不
自
由
児
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
子
ど
も
総
合
医
療
・
療
育
セ
ン
タ
ー
に
改
組
2
0
0
8
2
0
2
0
0
9
2
1

和
─
福
祉
村
開
村
3
0
周
年
記
念
写
真
集

発
行
2
0
1
0
2
2
2
0
1
1
2
3
障
害
者
基
本
法
改
正
障
害
者
自
立
支
援
法
改
正
2
0
1
2
2
4
2
0
1
3
2
5
事
務
局
会
議
に
て
、
閉
会
を
決
定
記
念
碑
の
建
立
を
決
定
す
る
2
0
1
4
2
6
記
念
碑
建
立
に
向
け
た
準
備
に
着
手
2
0
1
5
2
7
福
祉
村
通
信
1
5
3
号
最
終
号
）
発
行
常
任
推
進
委
員
会
に
て
閉
会
を
報
告
し
了
承
を
い
た
だ
く
1
0
月
福
祉
村
に
記
念
碑
、
青
い
芝
の
会
と
共
同
で
建
立
1
0
月
4
日
記
念
碑
竣
工
式
＆
建
設
推
進
委
員
会
閉
会
式
